
令
和
７
年
度
の
定
時
総
会
は
、
去
る

６
月
１
日
（
日
曜
）
の
午
前
10
時
か
ら
、

岩
戸
地
域
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ
の
会
議
室
に

て
開
催
致
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
出
席
者
77
名
、
委
任
状
提

出
117
名
、
合
計
194
名
と
な
り
、
定
足
数

を
満
た
し
て
総
会
は
成
立
。
開
会
が
宣

言
さ
れ
ま
し
た
。

【
嶋
本
会
長
挨
拶

要
旨
】

本
日
は
多
く
の
理
事
・
班
長
の
皆
様

に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
近
年
、
町
会
加
入
率

の
低
下
や
役
員
の
担
い
手
不
足
、
町
会

の
意
義
や
魅
力
の
希
薄
化
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
防
災
・
防
犯
、

交
通
安
全
や
高
齢
者
・
子
ど
も
の
見
守

り
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要

性
は
む
し
ろ
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
私
た
ち
役
員

一
同
は
昨
年
度
よ
り
新
た
な
改
革
を
開

始
し
ま
し
た
。
東
京
都
つ
な
が
り
創
生

財
団
の
支
援
に
よ
り
、
プ
ロ
ボ
ノ
ワ
ー

カ
ー
の
派
遣
やLI

N
E

公
活
用
講
座
を
受

講
。
町
会F

a
c
e
bo
o
k

ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
の
開
設
、
出
欠
確
認
ツ
ー
ル

の
導
入
な
ど
、
情
報
発
信
の
強
化
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
はL
I
NE

公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
の
本
格
運
用
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
開
設
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
年
会
費
の
値
下
げ
を
行
い
つ

つ
、
東
京
都
や
狛
江
市
の
補
助
金
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設

な
ど
地
域
の
安
全
対
策
に
も
引
き
続
き

注
力
し
て
お
り
ま
す
。

急
速
に
進
む
デ
ジ
タ
ル
化
の
時
代
に

お
い
て
は
、
ご
高
齢
の
方
々
へ
の
配
慮

を
忘
れ
ず
、
見
守
り
活
動
や
行
政
・
民

生
委
員
と
の
連
携
も
積
極
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
会
活
動
の
担
い
手
が
減

少
す
る
現
状
を
踏
ま
え
、
業
務
の
効
率

化
に
加
え
、
短
時
間
で
も
参
加
で
き
る

新
た
な
協
力
体
制
の
構
築
を
検
討
し
て

お
り
ま
す
。

【
議

事
】

南
4
丁
目
2
区
雨
宮
代
表
理
事
が
議

長
に
任
命
さ
れ
次
の
議
事
が
進
行
。

一
．
令
和
６
年
度
事
業
報
告

二
．
令
和
６
年
度
収
支
決
算
報
告

三
．
令
和
６
年
度
会
計
監
査
報
告

♦
事
業
報
告
に
つ
い
て
嶋
本
会
長
よ

り
報
告

♦
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て
宗
田
会

計
よ
り
報
告

♦
会
計
監
査
報
告
に
つ
い
て
、
須
田

監
事
よ
り
、
４
月
６
日
、
預
金
通
帳
・

帳
簿
・
証
書
を

竹
花
監
事
と
共
に
監

査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
証
書
お
よ

び
数
字
に
誤
り
の
な
い
こ
と
を
認
め
た

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

～
第
一
号
議
案
か
ら
第
三
号
議
案
ま

で
一
括
し
て
の
質
疑
～

〈
加
入
率
の
低
下
と
役
員
不
足
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
〉

《
理
事
》
「
会
長
か
ら
の
挨
拶
で
町
会

の
課
題
と
し
て
加
入
率
の
低
下
や
役
員

不
足
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ま

で
の
事
業
に
よ
っ
て
具
体
的
に
ど
れ
だ

け
の
成
果
が
あ
っ
た
の
か
」

《
会
長
》
結
論
と
し
て
、
成
果
は
道
半

ば
。
町
会
の
長
い
歴
史
の
中
で
定
着
し

て
し
ま
っ
た
課
題
を
短
期
間
で
解
決
す

る
の
は
難
し
い
。
こ
の
３
年
間
は
、
役

員
の
入
れ
替
え
も
あ
り
つ
つ
、
活
動
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

令
和
6
年
度
は
、
加
入
者
数
の
「
増
加
」

ま
で
は
至
ら
ず
、
む
し
ろ
「
減
少
の
食

い
止
め
」
で
精
一
杯
だ
っ
た
。

〈
新
た
な
取
組
み
と
課
題
の
方
向
性
〉

《
理
事
》
「
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
な

取
り
組
み
で
は
効
果
が
薄
い
よ
う
に
感

じ
る
。
新
た
な
施
策
に
は
ど
ん
な
課
題

意
識
が
あ
っ
た
の
か
」
。

《
会
長
》
役
員
へ
の
負
担
感
を
軽
減
す

る
た
め
、
子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
な
ど

単
発
で
関
わ
れ
る
協
力
者
を
募
る
仕
組

み
の
構
築
が
必
要
。
他
町
会
の
成
功
事

例
を
参
考
に
し
つ
つ
、D

X

（
デ
ジ
タ
ル

化
）
を
推
進
中
。
特
に
マ
ン
シ
ョ
ン
住

民
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
課
題
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
は
会
費
納
入
の
み
の
関
係
だ
っ

た
が
、
今
後
は
地
域
活
動
へ
の
参
加
を

令
和
７
年
度
の
定
時
総
会
は
、
去
る

６
月
１
日
（
日
曜
）
の
午
前
10
時
か
ら
、

岩
戸
地
域
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ
の
会
議
室
に

て
開
催
致
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
出
席
者
77
名
、
委
任
状
提

出
117
名
、
合
計
194
名
と
な
り
、
定
足
数

を
満
た
し
て
総
会
は
成
立
。
開
会
が
宣

言
さ
れ
ま
し
た
。

【
嶋
本
会
長
挨
拶

要
旨
】

本
日
は
多
く
の
理
事
・
班
長
の
皆
様

に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
近
年
、
町
会
加
入
率

の
低
下
や
役
員
の
担
い
手
不
足
、
町
会

の
意
義
や
魅
力
の
希
薄
化
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
防
災
・
防
犯
、

交
通
安
全
や
高
齢
者
・
子
ど
も
の
見
守

り
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要

性
は
む
し
ろ
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
私
た
ち
役
員

一
同
は
昨
年
度
よ
り
新
た
な
改
革
を
開

始
し
ま
し
た
。
東
京
都
つ
な
が
り
創
生

財
団
の
支
援
に
よ
り
、
プ
ロ
ボ
ノ
ワ
ー

カ
ー
の
派
遣
やLI

N
E

公
活
用
講
座
を
受

講
。
町
会F

a
c
e
bo
o
k

ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
の
開
設
、
出
欠
確
認
ツ
ー
ル

の
導
入
な
ど
、
情
報
発
信
の
強
化
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
はL
I
NE

公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
の
本
格
運
用
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
開
設
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
年
会
費
の
値
下
げ
を
行
い
つ

つ
、
東
京
都
や
狛
江
市
の
補
助
金
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設

な
ど
地
域
の
安
全
対
策
に
も
引
き
続
き

注
力
し
て
お
り
ま
す
。

急
速
に
進
む
デ
ジ
タ
ル
化
の
時
代
に

お
い
て
は
、
ご
高
齢
の
方
々
へ
の
配
慮

を
忘
れ
ず
、
見
守
り
活
動
や
行
政
・
民

生
委
員
と
の
連
携
も
積
極
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
会
活
動
の
担
い
手
が
減

少
す
る
現
状
を
踏
ま
え
、
業
務
の
効
率

化
に
加
え
、
短
時
間
で
も
参
加
で
き
る

新
た
な
協
力
体
制
の
構
築
を
検
討
し
て

お
り
ま
す
。

【
議

事
】

南
4
丁
目
2
区
雨
宮
代
表
理
事
が
議

長
に
任
命
さ
れ
次
の
議
事
が
進
行
。

一
．
令
和
６
年
度
事
業
報
告

二
．
令
和
６
年
度
収
支
決
算
報
告

三
．
令
和
６
年
度
会
計
監
査
報
告

♦
事
業
報
告
に
つ
い
て
嶋
本
会
長
よ

り
報
告

♦
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て
宗
田
会

計
よ
り
報
告

♦
会
計
監
査
報
告
に
つ
い
て
、
須
田

監
事
よ
り
、
４
月
６
日
、
預
金
通
帳
・

帳
簿
・
証
書
を

竹
花
監
事
と
共
に
監

査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
証
書
お
よ

び
数
字
に
誤
り
の
な
い
こ
と
を
認
め
た

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

～
第
一
号
議
案
か
ら
第
三
号
議
案
ま

で
一
括
し
て
の
質
疑
～

〈
加
入
率
の
低
下
と
役
員
不
足
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
〉

《
理
事
》
「
会
長
か
ら
の
挨
拶
で
町
会

の
課
題
と
し
て
加
入
率
の
低
下
や
役
員

不
足
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ま

で
の
事
業
に
よ
っ
て
具
体
的
に
ど
れ
だ

け
の
成
果
が
あ
っ
た
の
か
」

《
会
長
》
結
論
と
し
て
、
成
果
は
道
半

ば
。
町
会
の
長
い
歴
史
の
中
で
定
着
し

て
し
ま
っ
た
課
題
を
短
期
間
で
解
決
す

る
の
は
難
し
い
。
こ
の
３
年
間
は
、
役

員
の
入
れ
替
え
も
あ
り
つ
つ
、
活
動
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

令
和
6
年
度
は
、
加
入
者
数
の
「
増
加
」

ま
で
は
至
ら
ず
、
む
し
ろ
「
減
少
の
食

い
止
め
」
で
精
一
杯
だ
っ
た
。

〈
新
た
な
取
組
み
と
課
題
の
方
向
性
〉

《
理
事
》
「
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
な

取
り
組
み
で
は
効
果
が
薄
い
よ
う
に
感

じ
る
。
新
た
な
施
策
に
は
ど
ん
な
課
題

意
識
が
あ
っ
た
の
か
」
。

《
会
長
》
役
員
へ
の
負
担
感
を
軽
減
す

る
た
め
、
子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
な
ど

単
発
で
関
わ
れ
る
協
力
者
を
募
る
仕
組

み
の
構
築
が
必
要
。
他
町
会
の
成
功
事

例
を
参
考
に
し
つ
つ
、D

X

（
デ
ジ
タ
ル

化
）
を
推
進
中
。
特
に
マ
ン
シ
ョ
ン
住

民
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
課
題
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
は
会
費
納
入
の
み
の
関
係
だ
っ

た
が
、
今
後
は
地
域
活
動
へ
の
参
加
を

岩戸町会だより岩戸町会だより

( 1 )( 1 )
令和7年7月10日令和7年7月10日

町
会
だ
よ
り

町
会
だ
よ
り

岩戸岩戸

令和7年第1号
発行

岩戸町会

編集

岩戸町会広報

令和7年第1号
発行

岩戸町会

編集

岩戸町会広報

令
和
7
年
度
（
第
58
回
）

定
時
総
会
開
催

令
和
7
年
度
（
第
58
回
）

定
時
総
会
開
催



促
す
方
策
を
重
視
す
る
。
そ
の
一
環
と

し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
活
用
が
重

要
な
手
段
と
認
識
し
て
い
る
。

〈
町
会
基
金
の
目
的
と
今
後
の
活
用

に
つ
い
て
〉

《
班
長
》
「
町
会
基
金
（
約
１
８
０
０

万
円
）
は
将
来
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る

の
か
、
あ
る
い
は
今
後
も
積
み
上
げ
続

け
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
年
間
50
万
円

の
積
立
が
本
当
に
必
要
な
の
か
」

《
会
長
》
過
去
に
は
「
簡
保
払
込
団
体

交
付
金
」
な
ど
を
財
源
と
し
、
平
成
10

年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
の
19
年
間
で
複

数
の
基
金
（
町
会
基
金
・
周
年
積
立
金
・

災
害
等
特
別
基
金
）
に
分
け
て
管
理
し

て
い
た
が
、
令
和
元
年
度
に
一
本
化
。

基
金
は
主
に
以
下
の
用
途
を
想
定

①
周
年
記
念
事
業
（
例
：
記
念
誌
の
作

成
）
②
災
害
対
策
（
例
：
災
害
用
井
戸

の
設
置
案
が
過
去
に
あ
っ
た
が
、
維
持

管
理
や
場
所
確
保
の
課
題
で
見
送
り
）

防
災
グ
ッ
ズ
配
布
の
案
も
出
た
が
、

「
全
員
に
配
布
す
べ
き
か
」
「
配
布
品

の
実
用
性
」
な
ど
で
意
見
が
分
か
れ
、

見
送
ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
今
後
の
活

用
方
針
に
つ
い
て
は
、
会
員
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

《
班
長
》
「
基
金
残
高
の
裏
付
け
と
し

て
、
残
高
証
明
の
よ
う
な
書
類
提
示
が

必
要
で
は
な
い
か
」
と
の
意
見
と
と
も

に
、
「
防
犯
カ
メ
ラ
９
台
の
設
置
場
所

が
不
明
瞭
で
あ
る
」
と
の
指
摘
。

《
会
長
》
残
高
証
明
の
公
表
は
、
費
用

面
も
含
め
て
今
後
検
討
し
て
い
く
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、

防
犯
上
の
理
由
か
ら
「
具
体
的
な
位
置

の
公
表
は
控
え
る
よ
う
」
市
や
警
察
か

ら
指
導
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
設
置

エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
市
の
安
心
安
全
課

な
ど
で
一
部
情
報
公
開
さ
れ
て
い
る
。

〈
地
域
の
つ
な
が
り
と
加
入
促
進
に

つ
い
て
〉

《
班
長
》
近
隣
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄

に
な
っ
て
る
。
特
に
若
い
世
代
や
マ
ン

シ
ョ
ン
居
住
者
と
の
連
携
強
化
が
急
務
。

《
会
長
》
地
域
参
加
を
促
す
た
め
、
子

ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
「
単
発
参

加
型
」
の
仕
組
み
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
活
用
し
た
情
報
発
信
な
ど
を
導
入

し
つ
つ
あ
る
。

採
決
に
よ
り
第
一
号
議
案
か
ら
第
三

号
議
案
ま
で
一
括
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

四
．
令
和
７
年
度
事
業
計
画
（
案
）

《
嶋
本
会
長
》
内
容
に
つ
い
て
説
明
。

五
．
令
和
７
年
度
収
支
予
算
（
案
）

《
宗
田
会
計
》
内
容
に
つ
い
て
説
明
。

～
第
四
号
議
案
か
ら
第
五
号
議
案
ま

で
一
括
し
て
の
質
疑
～

〈
慶
弔
費
制
度
と
広
報
活
動
〉

《
理
事
》
慶
弔
費
申
請
が
手
間
で
利
用

さ
れ
に
く
い
。LI

NE

で
の
申
し
込
み
や
、

記
念
誌
を
勧
誘
ツ
ー
ル
に
活
用
さ
せ
て

ほ
し
い
。

《
会
長
》L

I
N
E

申
し
込
み
は
中
期
的
課

題
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
継
続
性
を
担
保

す
る
制
度
設
計
が
必
要
。
記
念
誌
の
配

布
は
可
能
。

《
班
長
》
出
産
祝
い
金
（
現
行
３
千
円

円
）
を
、
弔
慰
金
と
同
額
の
５
千
円
に

引
き
上
げ
て
ほ
し
い
。

《
会
長
》
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
バ

ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
決
定
し
た
金
額
。

継
続
可
能
性
を
重
視
し
て
設
定
し
た
。

《
理
事
》
慶
弔
費
制
度
自
体
の
認
知
が

低
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
機
能
し
て
い

な
い
現
状
を
指
摘
。
デ
ジ
タ
ル
化
よ
り

も
「
顔
の
見
え
る
つ
な
が
り
」
の
重
要

性
を
強
調
。

《
会
長
》
広
報
（
紙
・
掲
示
板
・F

a
c
e

b
o
o
k

・L
I
N
E

）
な
ど
の
告
知
手
段
は
拡

充
し
て
い
る
が
、
個
人
の
意
識
の
変
化

も
あ
る
中
で
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

〈
防
犯
カ
メ
ラ
と
補
助
金
の
使
途
〉

《
理
事
》
防
犯
カ
メ
ラ
の
今
後
の
設
置

方
針
や
コ
ス
ト
は
？

《
会
長
》
１
台
あ
た
り
約
44
万
円
。
現

在
は
市
の
補
助
を
う
け
、
自
己
負
担
は

２
万
円
未
満
。
老
朽
化
し
た
既
設
３
台

の
交
換
と
新
規
２
台
の
導
入
を
予
定
。

設
置
は
主
要
道
路
中
心
。

〈
防
災
対
応
の
具
体
化
提
案
〉

《
班
長
》
他
地
域
の
防
災
設
備
事
例

（
柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
）
に
学
び
、

防
災
食
の
備
蓄
や
実
践
的
な
準
備
を
進

め
て
は
ど
う
か
。

《
会
長
》
今
後
、
役
員
会
な
ど
で
検
討

し
た
い
。

採
決
に
よ
り
第
四
号
議
案
と
第
五
号

議
案
一
括
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
令
和
７
年
度
役
員
紹
介
】

【
会
長
】

嶋
本
雅
史
【
副
会
長
】

髙

野
耕
一
、
唐
木
沢
資
允
、
雨
宮
法
男
、

簗
場
博
義
【
会
計
】
宗
田
均
【
書
記
】

小
川
利
幸
【
総
務
部
長
】
小
野
章
【
総

促
す
方
策
を
重
視
す
る
。
そ
の
一
環
と

し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
活
用
が
重

要
な
手
段
と
認
識
し
て
い
る
。

〈
町
会
基
金
の
目
的
と
今
後
の
活
用

に
つ
い
て
〉

《
班
長
》
「
町
会
基
金
（
約
１
８
０
０

万
円
）
は
将
来
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る

の
か
、
あ
る
い
は
今
後
も
積
み
上
げ
続

け
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
年
間
50
万
円

の
積
立
が
本
当
に
必
要
な
の
か
」

《
会
長
》
過
去
に
は
「
簡
保
払
込
団
体

交
付
金
」
な
ど
を
財
源
と
し
、
平
成
10

年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
の
19
年
間
で
複

数
の
基
金
（
町
会
基
金
・
周
年
積
立
金
・

災
害
等
特
別
基
金
）
に
分
け
て
管
理
し

て
い
た
が
、
令
和
元
年
度
に
一
本
化
。

基
金
は
主
に
以
下
の
用
途
を
想
定

①
周
年
記
念
事
業
（
例
：
記
念
誌
の
作

成
）
②
災
害
対
策
（
例
：
災
害
用
井
戸

の
設
置
案
が
過
去
に
あ
っ
た
が
、
維
持

管
理
や
場
所
確
保
の
課
題
で
見
送
り
）

防
災
グ
ッ
ズ
配
布
の
案
も
出
た
が
、

「
全
員
に
配
布
す
べ
き
か
」
「
配
布
品

の
実
用
性
」
な
ど
で
意
見
が
分
か
れ
、

見
送
ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
今
後
の
活

用
方
針
に
つ
い
て
は
、
会
員
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

《
班
長
》
「
基
金
残
高
の
裏
付
け
と
し

て
、
残
高
証
明
の
よ
う
な
書
類
提
示
が

必
要
で
は
な
い
か
」
と
の
意
見
と
と
も

に
、
「
防
犯
カ
メ
ラ
９
台
の
設
置
場
所

が
不
明
瞭
で
あ
る
」
と
の
指
摘
。

《
会
長
》
残
高
証
明
の
公
表
は
、
費
用

面
も
含
め
て
今
後
検
討
し
て
い
く
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、

防
犯
上
の
理
由
か
ら
「
具
体
的
な
位
置

の
公
表
は
控
え
る
よ
う
」
市
や
警
察
か

ら
指
導
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
設
置

エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
市
の
安
心
安
全
課

な
ど
で
一
部
情
報
公
開
さ
れ
て
い
る
。

〈
地
域
の
つ
な
が
り
と
加
入
促
進
に

つ
い
て
〉

《
班
長
》
近
隣
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄

に
な
っ
て
る
。
特
に
若
い
世
代
や
マ
ン

シ
ョ
ン
居
住
者
と
の
連
携
強
化
が
急
務
。

《
会
長
》
地
域
参
加
を
促
す
た
め
、
子

ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
「
単
発
参

加
型
」
の
仕
組
み
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
活
用
し
た
情
報
発
信
な
ど
を
導
入

し
つ
つ
あ
る
。

採
決
に
よ
り
第
一
号
議
案
か
ら
第
三

号
議
案
ま
で
一
括
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

四
．
令
和
７
年
度
事
業
計
画
（
案
）

《
嶋
本
会
長
》
内
容
に
つ
い
て
説
明
。

五
．
令
和
７
年
度
収
支
予
算
（
案
）

《
宗
田
会
計
》
内
容
に
つ
い
て
説
明
。

～
第
四
号
議
案
か
ら
第
五
号
議
案
ま

で
一
括
し
て
の
質
疑
～

〈
慶
弔
費
制
度
と
広
報
活
動
〉

《
理
事
》
慶
弔
費
申
請
が
手
間
で
利
用

さ
れ
に
く
い
。LI

NE

で
の
申
し
込
み
や
、

記
念
誌
を
勧
誘
ツ
ー
ル
に
活
用
さ
せ
て

ほ
し
い
。

《
会
長
》L

I
N
E

申
し
込
み
は
中
期
的
課

題
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
継
続
性
を
担
保

す
る
制
度
設
計
が
必
要
。
記
念
誌
の
配

布
は
可
能
。

《
班
長
》
出
産
祝
い
金
（
現
行
３
千
円

円
）
を
、
弔
慰
金
と
同
額
の
５
千
円
に

引
き
上
げ
て
ほ
し
い
。

《
会
長
》
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
バ

ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
決
定
し
た
金
額
。

継
続
可
能
性
を
重
視
し
て
設
定
し
た
。

《
理
事
》
慶
弔
費
制
度
自
体
の
認
知
が

低
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
機
能
し
て
い

な
い
現
状
を
指
摘
。
デ
ジ
タ
ル
化
よ
り

も
「
顔
の
見
え
る
つ
な
が
り
」
の
重
要

性
を
強
調
。

《
会
長
》
広
報
（
紙
・
掲
示
板
・F

a
c
e

b
o
o
k

・L
I
N
E

）
な
ど
の
告
知
手
段
は
拡

充
し
て
い
る
が
、
個
人
の
意
識
の
変
化

も
あ
る
中
で
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

〈
防
犯
カ
メ
ラ
と
補
助
金
の
使
途
〉

《
理
事
》
防
犯
カ
メ
ラ
の
今
後
の
設
置

方
針
や
コ
ス
ト
は
？

《
会
長
》
１
台
あ
た
り
約
44
万
円
。
現

在
は
市
の
補
助
を
う
け
、
自
己
負
担
は

２
万
円
未
満
。
老
朽
化
し
た
既
設
３
台

の
交
換
と
新
規
２
台
の
導
入
を
予
定
。

設
置
は
主
要
道
路
中
心
。

〈
防
災
対
応
の
具
体
化
提
案
〉

《
班
長
》
他
地
域
の
防
災
設
備
事
例

（
柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
）
に
学
び
、

防
災
食
の
備
蓄
や
実
践
的
な
準
備
を
進

め
て
は
ど
う
か
。

《
会
長
》
今
後
、
役
員
会
な
ど
で
検
討

し
た
い
。

採
決
に
よ
り
第
四
号
議
案
と
第
五
号

議
案
一
括
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
令
和
７
年
度
役
員
紹
介
】

【
会
長
】

嶋
本
雅
史
【
副
会
長
】

髙

野
耕
一
、
唐
木
沢
資
允
、
雨
宮
法
男
、

簗
場
博
義
【
会
計
】
宗
田
均
【
書
記
】

小
川
利
幸
【
総
務
部
長
】
小
野
章
【
総
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務
副
部
長
】
長
澤
佳
子
【
防
犯
部
長
】

石
森
孝
一
【
消
防
部
長
】

三
角
徹

【
交
通
部
長
】
正
木
茂
雄
【
防
災
部
長
】

唐
木
沢
資
允
【
環
境
文
化
部
長
】

雨

宮
法
男
【
広
報
部
長
】

簗
場
博
義

【
代
表
理
事
】
栗
山
功
・
雨
宮
法
男
・

小
野
章
・
浅
井
勇
樹
【
監
事
】
知
見
孝

一
・
小
野
美
江
子

以
上
16
名
。

＊
退
任
役
員

監
事

須
田

眞
立

平
成
23
年
以
来
７
期
14
年
間
在
任

監
事

竹
花

正
寛

平
成
27
年
以

来
５
期
10
年
間
在
任

【
意
見
交
換
】

〈
会
費
集
金
方
法
の
改
善
に
つ
い
て
〉

《
班
長
》
現
行
の
会
費
集
金
方
法
に
改

善
の
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

《
小
野
総
務
部
長
》
「
統
一
は
難
し
い

が
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
や
お
手
伝
い
な
ど

柔
軟
な
対
応
が
可
能
」
と
回
答
。

《
会
長
》
「
会
費
を
通
じ
て
顔
を
合
わ

せ
る
機
会
」
が
な
く
な
る
こ
と
の
懸
念

を
示
し
、
利
便
性
と
地
域
の
つ
な
が
り

の
両
立
が
課
題
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。

〈L
I
N
E

活
用
の
状
況
〉

《
班
長
》
北
１
丁
目
で
のL

I
N
E

導
入
試

験
の
現
状
に
つ
い
て
質
問
。

《
小
野
総
務
部
長
》
「
現
在
83
名
が
登

録
。
目
標
は
100
名
。
今
後
ア
ン
ケ
ー
ト

等
で
改
善
を
図
る
」
と
の
報
告
。
ま
た
、

市
や
警
察
の
情
報
を
全
地
区
に
届
け
て

い
く
方
針
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

〈
班
長
の
役
割
と
町
会
活
動
の
意
義
〉

《
理
事
》
「
班
長
＝
集
金
係
」
と
認
識

さ
れ
が
ち
だ
が
、
本
来
は
住
民
の
声
を

集
約
す
る
役
割
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
。

「
誰
が
班
長
か
分
か
ら
な
い
」
「
班
ご

と
に
世
帯
数
に
大
き
な
差
が
あ
る
」
な

ど
の
課
題
が
あ
る
。

《
小
野
総
務
部
長
》
班
や
区
の
再
編
の

必
要
性
に
つ
い
て
言
及
し
、
「
本
部
だ

け
で
は
決
め
ら
れ
な
い
が
、
区
ご
と
に

意
見
を
出
し
合
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
」

と
回
答
。

〈
町
会
活
動
の
魅
力
づ
く
り
〉

《
理
事
》
「
事
業
計
画
が
住
民
か
ら
の

要
望
に
基
づ
い
て
い
な
い
」
「
町
会
へ

の
関
心
が
薄
く
、
魅
力
が
伝
わ
っ
て
い

な
い
」
と
い
っ
た
指
摘
。

《
小
野
総
務
部
長
》
「
情
報
発
信
を
強

化
し
、
ま
ず
は
町
会
活
動
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
」
と
述
べ
、
現
在
は

過
渡
期
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
今
後
の

改
革
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

【
閉
会
の
辞
】

《
高
野
副
会
長
》
「
本
日
の
ご
意
見
を

今
後
の
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

町
会
で
は
、
町
会
情
報
を
さ
ま
ざ
ま

な
方
面
か
ら
お
届
け
す
る
た
め
に
、
情

報
発
信
の
方
法
を
見
直
し
、
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
町
会
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を

立
ち
上
げ
、
ま
た
こ
れ
ま
で
休
止
し
て

い
た
「
町
会
ニ
ュ
ー
ス
」
も
掲
示
板
で

再
開
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
令
和
７
年
度

に
は
町
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
も
予

定
し
て
お
り
、
町
会
会
員
の
皆
様
に
タ

イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
お
届
け
す
る
た
め
、

L
I
N
E

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
開
設
を
進
め

て
い
ま
す
。

岩
戸
町
会

公
式L

I
N
E

ア
カ
ウ
ン
ト

が
は
じ
ま
り
ま
す

こ
れ
ま
で
町
会
の
情
報
は
「
町
会
だ

よ
り
」
や
「
回
覧
板
」
「
掲
示
板
」
で

お
届
け
し
て
き
ま
し
た
が
、

・
昼
間
は
仕
事
や
外
出
で
家
を
空
け
て

い
る
方
が
多
く
、
回
覧
板
が
ス
ム
ー
ズ

に
回
ら
な
い

・
生
活
ス
タ
イ
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、

ご
近
所
同
士
で
も
な
か
な
か
顔
を
合
わ

せ
る
機
会
が
少
な
い

・
コ
ロ
ナ
後
か
ら
、
人
と
の
接
触
を
控

え
た
い
の
で
回
覧
板
は
避
け
た
い

・
町
会
の
活
動
が
見
え
づ
ら
い
と
い
う

声
も
あ
る
。
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
も
っ
と
便
利
に
、
も
っ
と
確

実
に
町
会
の
情
報
を
お
届
け
す
る
新
し

い
手
段
と
し
て
、
公
式L

I
N
E

ア
カ
ウ
ン

ト
を
運
用
し
て
い
き
ま
す
。

登
録
す
る
と
こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

町
内
イ
ベ
ン
ト
や
防
災
情
報
、
町
会

活
動
な
ど
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
受
け
取
れ

ま
す
。

町
内
で
起
き
た
身
近
な
出
来
事
や
、

地
域
の
“
い
ま
”
を
感
じ
ら
れ
る
小
さ

な
ニ
ュ
ー
ス
も
発
信
予
定
で
す
。

回
覧
板
を
待
た
ず
、
手
元
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
情
報
を
確
認
で
き
ま
す
。

登
録
は
任
意
で
す
。

「L
I
N
E

で
他
の
人
と
つ
な
が
る
の
が

不
安
」
「
情
報
漏
洩
が
心
配
」
そ
ん
な

方
も
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
町
会
の
公
式

L
I
N
E

は
、
町
会
と
皆
さ
ま
の
１
対
１
の

関
係
で
す
。
他
の
方
とL

I
N
E

上
で
つ
な

が
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
通
り
、
町
会
ニ
ュ
ー
ス
、

掲
示
板
、
町
会
だ
よ
り
で
の
情
報
提
供

は
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

L
I
N
E

は
、
皆
さ
ま
の
生
活
ス
タ
イ
ル

に
合
わ
せ
て
、
町
会
か
ら
の
情
報
を
受

け
取
る
新
し
い
選
択
肢
の
ひ
と
つ
で
す
。

ぜ
ひ
、
便
利
な
ツ
ー
ル
と
し
て
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

務
副
部
長
】
長
澤
佳
子
【
防
犯
部
長
】

石
森
孝
一
【
消
防
部
長
】

三
角
徹

【
交
通
部
長
】
正
木
茂
雄
【
防
災
部
長
】

唐
木
沢
資
允
【
環
境
文
化
部
長
】

雨

宮
法
男
【
広
報
部
長
】

簗
場
博
義

【
代
表
理
事
】
栗
山
功
・
雨
宮
法
男
・

小
野
章
・
浅
井
勇
樹
【
監
事
】
知
見
孝

一
・
小
野
美
江
子

以
上
16
名
。

＊
退
任
役
員

監
事

須
田

眞
立

平
成
23
年
以
来
７
期
14
年
間
在
任

監
事

竹
花

正
寛

平
成
27
年
以

来
５
期
10
年
間
在
任

【
意
見
交
換
】

〈
会
費
集
金
方
法
の
改
善
に
つ
い
て
〉

《
班
長
》
現
行
の
会
費
集
金
方
法
に
改

善
の
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

《
小
野
総
務
部
長
》
「
統
一
は
難
し
い

が
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
や
お
手
伝
い
な
ど

柔
軟
な
対
応
が
可
能
」
と
回
答
。

《
会
長
》
「
会
費
を
通
じ
て
顔
を
合
わ

せ
る
機
会
」
が
な
く
な
る
こ
と
の
懸
念

を
示
し
、
利
便
性
と
地
域
の
つ
な
が
り

の
両
立
が
課
題
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。

〈L
I
N
E

活
用
の
状
況
〉

《
班
長
》
北
１
丁
目
で
のL

I
N
E

導
入
試

験
の
現
状
に
つ
い
て
質
問
。

《
小
野
総
務
部
長
》
「
現
在
83
名
が
登

録
。
目
標
は
100
名
。
今
後
ア
ン
ケ
ー
ト

等
で
改
善
を
図
る
」
と
の
報
告
。
ま
た
、

市
や
警
察
の
情
報
を
全
地
区
に
届
け
て

い
く
方
針
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

〈
班
長
の
役
割
と
町
会
活
動
の
意
義
〉

《
理
事
》
「
班
長
＝
集
金
係
」
と
認
識

さ
れ
が
ち
だ
が
、
本
来
は
住
民
の
声
を

集
約
す
る
役
割
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
。

「
誰
が
班
長
か
分
か
ら
な
い
」
「
班
ご

と
に
世
帯
数
に
大
き
な
差
が
あ
る
」
な

ど
の
課
題
が
あ
る
。

《
小
野
総
務
部
長
》
班
や
区
の
再
編
の

必
要
性
に
つ
い
て
言
及
し
、
「
本
部
だ

け
で
は
決
め
ら
れ
な
い
が
、
区
ご
と
に

意
見
を
出
し
合
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
」

と
回
答
。

〈
町
会
活
動
の
魅
力
づ
く
り
〉

《
理
事
》
「
事
業
計
画
が
住
民
か
ら
の

要
望
に
基
づ
い
て
い
な
い
」
「
町
会
へ

の
関
心
が
薄
く
、
魅
力
が
伝
わ
っ
て
い

な
い
」
と
い
っ
た
指
摘
。

《
小
野
総
務
部
長
》
「
情
報
発
信
を
強

化
し
、
ま
ず
は
町
会
活
動
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
」
と
述
べ
、
現
在
は

過
渡
期
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
今
後
の

改
革
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

【
閉
会
の
辞
】

《
高
野
副
会
長
》
「
本
日
の
ご
意
見
を

今
後
の
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

町
会
で
は
、
町
会
情
報
を
さ
ま
ざ
ま

な
方
面
か
ら
お
届
け
す
る
た
め
に
、
情

報
発
信
の
方
法
を
見
直
し
、
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
町
会
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を

立
ち
上
げ
、
ま
た
こ
れ
ま
で
休
止
し
て

い
た
「
町
会
ニ
ュ
ー
ス
」
も
掲
示
板
で

再
開
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
令
和
７
年
度

に
は
町
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
も
予

定
し
て
お
り
、
町
会
会
員
の
皆
様
に
タ

イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
お
届
け
す
る
た
め
、

L
I
N
E

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
開
設
を
進
め

て
い
ま
す
。

岩
戸
町
会

公
式L

I
N
E

ア
カ
ウ
ン
ト

が
は
じ
ま
り
ま
す

こ
れ
ま
で
町
会
の
情
報
は
「
町
会
だ

よ
り
」
や
「
回
覧
板
」
「
掲
示
板
」
で

お
届
け
し
て
き
ま
し
た
が
、

・
昼
間
は
仕
事
や
外
出
で
家
を
空
け
て

い
る
方
が
多
く
、
回
覧
板
が
ス
ム
ー
ズ

に
回
ら
な
い

・
生
活
ス
タ
イ
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、

ご
近
所
同
士
で
も
な
か
な
か
顔
を
合
わ

せ
る
機
会
が
少
な
い

・
コ
ロ
ナ
後
か
ら
、
人
と
の
接
触
を
控

え
た
い
の
で
回
覧
板
は
避
け
た
い

・
町
会
の
活
動
が
見
え
づ
ら
い
と
い
う

声
も
あ
る
。
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
も
っ
と
便
利
に
、
も
っ
と
確

実
に
町
会
の
情
報
を
お
届
け
す
る
新
し

い
手
段
と
し
て
、
公
式L

I
N
E

ア
カ
ウ
ン

ト
を
運
用
し
て
い
き
ま
す
。

登
録
す
る
と
こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

町
内
イ
ベ
ン
ト
や
防
災
情
報
、
町
会

活
動
な
ど
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
受
け
取
れ

ま
す
。

町
内
で
起
き
た
身
近
な
出
来
事
や
、

地
域
の
“
い
ま
”
を
感
じ
ら
れ
る
小
さ

な
ニ
ュ
ー
ス
も
発
信
予
定
で
す
。

回
覧
板
を
待
た
ず
、
手
元
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
情
報
を
確
認
で
き
ま
す
。

登
録
は
任
意
で
す
。

「L
I
N
E

で
他
の
人
と
つ
な
が
る
の
が

不
安
」
「
情
報
漏
洩
が
心
配
」
そ
ん
な

方
も
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
町
会
の
公
式

L
I
N
E

は
、
町
会
と
皆
さ
ま
の
１
対
１
の

関
係
で
す
。
他
の
方
とL

I
N
E

上
で
つ
な

が
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
通
り
、
町
会
ニ
ュ
ー
ス
、

掲
示
板
、
町
会
だ
よ
り
で
の
情
報
提
供

は
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

L
I
N
E

は
、
皆
さ
ま
の
生
活
ス
タ
イ
ル

に
合
わ
せ
て
、
町
会
か
ら
の
情
報
を
受

け
取
る
新
し
い
選
択
肢
の
ひ
と
つ
で
す
。

ぜ
ひ
、
便
利
な
ツ
ー
ル
と
し
て
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

岩戸町会だより岩戸町会だより

( 3 )( 3 )

町
会
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

町
会
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進



町
会
で
は
ご
不
幸
が
あ
っ
た
場
合

の
「
弔
慰
金
」
、
ご
出
産
時
の
「
出

産
祝
い
金
」
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
請
を
ご
希
望
の
方
は
、
以
下
の

内
容
を
ご
確
認
の
う
え
、
手
続
き
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■

対
象
者

岩
戸
町
会
の
会
員
。
町
会
会
員
と

同
じ
世
帯
に
お
住
ま
い
の
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

■

申
請
期
限

事
由
が
発
生
し
て
か
ら
６
ヵ
月
以

内
に
、
申
請
書
類
が
町
会
事
務
所
に

届
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■

申
請
方
法

各
班
長
、
理
事
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

申
請
の
取
り
ま
と
め
を
し
ま
す
。

■

町
会
事
務
所
の
開
所
日

毎
週
日
曜

１
３
時
～
１
６
時
。

電
話
０
３
・
５
４
９
７
・
０
３
８
１

皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
、
恒
例
の

盆
踊
り
大
会
を
今
年
度
も
開
催
で
き

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し

て
は
、
以
下
の
日
程
と
場
所
に
て
開

催
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
お
忙

し
い
日
々
と
は
存
じ
ま
す
が
、
ご
来

場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日

時

令
和
７
年
８
月
９
日
（
土
）

令
和
７
年
８
月
10
日
（
日
）

午
後
７
時
30
分
よ
り

場

所

岩
戸
二
の
橋
通
り

慶
岸
寺
（
檀
信
徒
駐
車
場
）

〈
夏
イ
ベ
ン
ト
・
第
一
弾
〉

自
由

研
究
に
も
お
す
す
め
。
災
害
に
そ
な

え
る
知
識
と
行
動
力
を
、
体
験
を
つ

う
じ
て
楽
し
く
身
に
つ
け
よ
う
。
大

人
も
こ
ど
も
も
参
加
で
き
る
地
域
の

学
び
の
時
間
で
す
。
【
日
時
】
８
月

３
日
・
10
時
～
15
時
【
訪
問
施
設
】

本
所
防
災
館
、
四
谷
消
防
博
物
館

【
対
象
】
幼
児
、
小
学
生
と
保
護
者
。

大
人
も
可
。
【
定
員
】
先
着
順
・
10

組
（
20
名
様
）
定
員
に
達
し
次
第
終

了
。

【
参
加
費
無
料
】

＊
当
日
は
町
会

役
員
が
引
率
し

ま
す
。
【
募
集

期
間
】
７
月
３

日
～
７
月
27
日

〈
夏
イ
ベ
ン
ト
・
第
二
弾
〉
自
由
研

究
に
も
お
す
す
め
。
手
作
り
お
も
ち
ゃ

の
楽
し
さ
を
体
験
し
よ
う
。
完
成
後

に
は
ミ
ニ
射
撃
大
会
を
開
催
。
【
日

時
】
８
月
10
日
・
13
時
～
15
時
【
場

所
】
町
会
第
一
会
議
室
（
岩
戸
地
域

セ
ン
タ
ー
３
階
）
【
対
象
】
岩
戸
町

内
在
住
の
方
【
定
員
】
先
着
順
・
20

名
様

定
員
に
達
し
次
第
終
了
。

【
参
加
費
無
料
】
【
募
集
期
間
】

７
月
３
日
～
８
月
10
日

【
申
し
込
み
方
法
】
ど
ち
ら
の
企
画

も
募
集
期
間
内
に
、
①
町
会
事
務
所

に
来
所
く
だ
さ
い
。
毎
週
日
曜
13
：

00
～
16
：
00
②
町
会
事
務
所
に
電
話

く
だ
さ
い
。
開
所
日
以
外
は
、
留
守

番
電
話
対
応
で
す
。

０
３
・
５
４
９
７
・
０
３
８
１

③
メ
ー
ル
に
て
お
申
込
み
可
。

０
３
８
１i

w
a
d
o
c
h

o
u
k
a
i
@
g
m
a
i
l
.

c
o
m

町
会
で
は
ご
不
幸
が
あ
っ
た
場
合

の
「
弔
慰
金
」
、
ご
出
産
時
の
「
出

産
祝
い
金
」
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
請
を
ご
希
望
の
方
は
、
以
下
の

内
容
を
ご
確
認
の
う
え
、
手
続
き
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■

対
象
者

岩
戸
町
会
の
会
員
。
町
会
会
員
と

同
じ
世
帯
に
お
住
ま
い
の
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

■

申
請
期
限

事
由
が
発
生
し
て
か
ら
６
ヵ
月
以

内
に
、
申
請
書
類
が
町
会
事
務
所
に

届
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■

申
請
方
法

各
班
長
、
理
事
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

申
請
の
取
り
ま
と
め
を
し
ま
す
。

■

町
会
事
務
所
の
開
所
日

毎
週
日
曜

１
３
時
～
１
６
時
。

電
話
０
３
・
５
４
９
７
・
０
３
８
１

皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
、
恒
例
の

盆
踊
り
大
会
を
今
年
度
も
開
催
で
き

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し

て
は
、
以
下
の
日
程
と
場
所
に
て
開

催
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
お
忙

し
い
日
々
と
は
存
じ
ま
す
が
、
ご
来

場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日

時

令
和
７
年
８
月
９
日
（
土
）

令
和
７
年
８
月
10
日
（
日
）

午
後
７
時
30
分
よ
り

場

所

岩
戸
二
の
橋
通
り

慶
岸
寺
（
檀
信
徒
駐
車
場
）

〈
夏
イ
ベ
ン
ト
・
第
一
弾
〉

自
由

研
究
に
も
お
す
す
め
。
災
害
に
そ
な

え
る
知
識
と
行
動
力
を
、
体
験
を
つ

う
じ
て
楽
し
く
身
に
つ
け
よ
う
。
大

人
も
こ
ど
も
も
参
加
で
き
る
地
域
の

学
び
の
時
間
で
す
。
【
日
時
】
８
月

３
日
・
10
時
～
15
時
【
訪
問
施
設
】

本
所
防
災
館
、
四
谷
消
防
博
物
館

【
対
象
】
幼
児
、
小
学
生
と
保
護
者
。

大
人
も
可
。
【
定
員
】
先
着
順
・
10

組
（
20
名
様
）
定
員
に
達
し
次
第
終

了
。

【
参
加
費
無
料
】

＊
当
日
は
町
会

役
員
が
引
率
し

ま
す
。
【
募
集

期
間
】
７
月
３

日
～
７
月
27
日

〈
夏
イ
ベ
ン
ト
・
第
二
弾
〉
自
由
研

究
に
も
お
す
す
め
。
手
作
り
お
も
ち
ゃ

の
楽
し
さ
を
体
験
し
よ
う
。
完
成
後

に
は
ミ
ニ
射
撃
大
会
を
開
催
。
【
日

時
】
８
月
10
日
・
13
時
～
15
時
【
場

所
】
町
会
第
一
会
議
室
（
岩
戸
地
域

セ
ン
タ
ー
３
階
）
【
対
象
】
岩
戸
町

内
在
住
の
方
【
定
員
】
先
着
順
・
20

名
様

定
員
に
達
し
次
第
終
了
。

【
参
加
費
無
料
】
【
募
集
期
間
】

７
月
３
日
～
８
月
10
日

【
申
し
込
み
方
法
】
ど
ち
ら
の
企
画

も
募
集
期
間
内
に
、
①
町
会
事
務
所

に
来
所
く
だ
さ
い
。
毎
週
日
曜
13
：

00
～
16
：
00
②
町
会
事
務
所
に
電
話

く
だ
さ
い
。
開
所
日
以
外
は
、
留
守

番
電
話
対
応
で
す
。

０
３
・
５
４
９
７
・
０
３
８
１

③
メ
ー
ル
に
て
お
申
込
み
可
。

０
３
８
１i

w
a
d
o
c
h

o
u
k
a
i
@
g
m
a
i
l
.

c
o
m

岩戸町会だより岩戸町会だより

( 4 )( 4 )

町
会
夏
イ
ベ
ン
ト

町
会
夏
イ
ベ
ン
ト

８
月
３
日
防
災
教
室

８
月
３
日
防
災
教
室

８
月
10
日
ゴ
ム
銃
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

８
月
10
日
ゴ
ム
銃
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

弔
慰
金
・
出
産
祝
い
金

の
申
請
に
つ
い
て

弔
慰
金
・
出
産
祝
い
金

の
申
請
に
つ
い
て

岩
戸
盆
踊
り

岩
戸
盆
踊
り

岩
戸
親
睦
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

岩
戸
親
睦
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
６
年
度
岩
戸
盆
踊
り
の
様
子

令
和
６
年
度
岩
戸
盆
踊
り
の
様
子

町
会
留
守
電
に
伝
言
を
残
す
際
は
、

「
ご
用
件
」
「
お
名
前
」
「
折
返
し

先
の
電
話
番
号
」
を
忘
れ
ず
に
お
願

い
し
ま
す
。

町
会
留
守
電
に
伝
言
を
残
す
際
は
、

「
ご
用
件
」
「
お
名
前
」
「
折
返
し

先
の
電
話
番
号
」
を
忘
れ
ず
に
お
願

い
し
ま
す
。


